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 妊娠時の子宮頸部軟化及 び開大性の増加は PrO ge stero ne3 恥 '瞼 ogen 等の stero j・d
 }i 二、 曳・m。 1、e と共財{ 獣 ノ庶 粕 心裡で1らるRal櫨in の作用が郵終 れる御糠 つた・
 Ro la 三豊 n は Hi 3aこ▽ によ つて1 926年初 めて報告され た恥骨結合開大ホ ノレモンである が,
         ,功, 卵巣, 子宮或は胎盤 と可成ウの相違 かあ 外 禾 だ定説 をみるに望ら
 プ, 動物種差による相違と ざれている。 妊1覇 に於 ては・ Relaxin を高濃 度に含有する搬器に
 臠する知見は禾だな く, i}哺血清中に於けるRe laxin 濃度についても一走の傾向 が認 められ
 てL,・ない。 妊娠時恥 骨結合が碧 し(闘犬するマウスやモルモットに於 ても・ Re■a xin 分泌支
 配ホルモンの存否攻は分娩後 の恥骨結合の退縮機序に関する実1ラ…食は殆んど なされて いな い。
 著者ほ ・t 《と 系マウスについてRU bin Tes七 用通気装置 を用 いて子宮角 より Po lye 'じ hy-
 leno TUbe を通 し, 酸素を流 して頸管抵抗を記録 しRela∫i n・ 猛straαioユ, PrOge』
 モ: '膨 1ゆ 工匠, }琢αrOOQr 笹 SOn～う 及びHG昏 等のホルモノ並び lfこ胎盤, 妊婦血.清抽 出物及び
 妊,llr,卿巣離、噸翻撫二、支ぼづ影響を1員掟した。 その最線・ 鵬tr adi。1 噸管癬轍弱
 笥1炬 諭諌止う, 考寺 にRelaxin に は著 しい減弱作用α) あ る 1事を言忍 めた。 又妊娠黄体には 琵二うtra一
 ・⊥i?1 〔1)1乍用 を増強層ナる 1頃向;があった。 頻管の軟化, 闘大にはE8七rOgen と Re■a・xin が
 重要左役割 を果す与 を知ウ得た。
 マウス恥骨結合闘靱帯直接測走法を用いて, マウスに於けるRe laxin 含有乃 至分泌する臓
 器を検索 した所, その臓器は卵巣である事を確認 した。 胎盤は全ぐRθ laxin を含 有せず, 逆
 に妊娠17 E1 目胎盤は恥骨結合開大仰 制作用 を示 した。 子 宮角 はそれ自身はRelaxi且 を含有
 せず, 又卵巣 が存在 しな い場合(去勢時)には全ぐ恥骨結合に影響を与えないが, 卵巣の存在す
 る場合は卵巣 に従属 してRe⊥aKin 分泌に関一与す るものの様である。 妊婦では} 廷娠中期以降
 の血、膏, 満期産胎盤及び分娩期羊水には全く Re ⊥a xin を証明 しなかったが, 分娩期卵 巣黄体
 には従来の文献上にみ られる輪盤 ぜ)R9 ⊥axin 含有量より遙かに高濃凌の Re ⊥a xin か含有
 され ている事を証明 し・得た。
 三哲 ユazin 分 泌支配ホ ノし モノか存在 するならば, 卵巣機能を支配するホルモンが想起される。
 シ磁娠黄体機能維持に関与すみと云 われるHG3ば・ マウス恥骨結合の退縮効果及 び分 暁遷 延作用
 :を示 した。 ・他方, 工・ 亘及びGxytooi1! 改恥骨結合 1封大作用 を示 しLTH にも乙の作用 を軽度
 にξゴ. な,、…謬δ られた。 LHとしT Hを 同時投与すると、 L 三単独投与より効果 ぴ)増強を認めた。
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 翁P SH は妊娠マウス恥骨縮合 の著 しい退縮 衛起 した。
 PrOgesteroτ19 は 石:ftrO9りn の作用と拮抗 して・三・、⊥li l・= 1・ 1〕 σ)効果を抑制すると
 云われるが, 著者は大量の PrOgos七eronε (25Gμg )で同様G所見 を得た。 しか し,
 17 一口 HydrG xyprOge3terone o巳 pro na 七e (Depo 』Pro群; s七〇rone)の形で
 250μ9 を投与 し7日後ではEs七rad・io■ プ)作用は む・しろ増強、∫ナ1, Ealaxi亘 効果も
 高まる 所見 を得た。 以上 の結果 より, 妊娠マウス恥骨 結合はEs七ro{寧n と Proge8ter-
 One によりRe la xin 反応への最適条件が準備され・ その上に L}王, L窟}王 及びOXy' tocin
 等で卵巣か らRela 紅n 分泌が増加 して恥骨結合の急速 }全 開大(妊 娠14日以後より生ずる)
 を起 すに至 ると思われ た。
 マウス恥骨結合 は分 娩を境にして急速に 退縮するが・ 卵巣 Re ユa xin 含有量 は妊娠1ア 日・
 18日目 を最高として分娩予定 日の19日目 には減 少傾向 を示 した。 恥骨結合 が喋9 日日 に最も
 開大を示す事と卵 巣Re ユaxin 欝病量とのズ レはRe la xi亘 効果 が投与後窪 6時間 乃至24
 時間 で最高 に達一すると云う報告から説明出来よう。 妊娠19日目 1疋開腹 して妊娠子宮角内容除去'
 を行う と恥 骨結合は退縮するが手術に先立って, 充分量 α) E8七raα iolを投与するとサ 手術後の
 マウス恥骨結合は・ 24時間後に至っても退縮 し友 かったが・ 開腹時 に去勢をするとE碗 ra-
 diO1 を投与しても全く効果がなく, Es'じradio1 非投与例と等 しい退縮を示した。 妊娠
 梓 日月 に子 宮内容を除去して妊娠を 中絶させて も, 恥骨結合は24時 間後荷開大を続けて いた
 二餌 子宮頚管に40mHg の酸素圧をかけ た時は恥骨 結合 の著 しい退縮を来した。 経膣自然分娩
 陵の恥骨縮合の退縮は, 予定 日子宮角切開による妊娠中絶例より も退縮 が強 い事及びProge8-
 terO 113 の短・毒閥大量投一与は恥骨結合の退,海 を起 すにも拘 らず, 去勢後24時間 で流産を起 し
 たものは, ]Pr(19G6terOne ユ mg投一与1てより流産を防止した例よりも退縮が強い事と考え
 合わせる と頚管への加圧 も亦, 恥骨 結合の退縮 の一因をな して いる と考えられる。
 従って, 分娩後の恥骨結合の退縮は①Reユaxin 分泌の減少, ②胎盤排出による Estro -
 gen の減少 に基 ぐRe laxin 効果 発現の抑制及び(鋼管 の加圧・ の 3因子によって起される
 のであろ う。
 又, Hy'drO COr七i SOne は恥骨結合に作用 して, Es七radio■ ¢) 効果は多少増強 した




 恥骨結合開大ホルモン relaxin はまた分娩時, 子宮頸 の軟化や頚管の開大に も関一与する が》
 このホルモンにはまだ解明されていない点が多いのて, 著者はその解明を意図 して研究 し" 以下
 の成果を得 てい る0
 1) α一α系マウスの子宮角よリポリエテレンチユーブを通 し, これに酸素を流 し, Rubin
 te8t用通 気装 置で頸管抵抗を記録 測定する に} エストラジオール壽よびrelaxin には頸管
 抵抗減弱作用があ 鮎 とくに後者の作用が強かつ編 妊娠黄体にはエス ラジオールの頸管減弱作
 用を増強する傾向があった0
 2) マウス恥骨開大作用をもつて, reユaxi且 分泌臓器を探索 したところ, それは卵巣であ
 ることを確認 した。 胎盤 には re■axin を全 く含有せぬのみか, 妊娠1 ア日 目のマウス胎盤には逆
 に恥骨結合開大抑 制作用が認められた。 子宮は relaxin を含有 しないが, 卵巣のreユax-
 in 分泌に或種の関.与をな'す『ものの ようてある。
 ヒトでは妊娠中末期の血清, 満期産 胎盤蔚よび分娩期羊水には全ぐ reユaxinを 証明 しなかっ
 たが, 分娩期卵 巣黄体には多量の relaxin が証明され た0
 5) Reユax類 分泌支配ホルモンを検討 し, 絨毛性ゴナ ドト・ ピンには分泌抑 制作用を,LH
 および oxy・ 七〇cinには分泌促進作用を認めた。 LTH にも弱いながら同様の作用があり, LH
 とLTH を同時投.与するとしH 単狭より も効果の増強 を認め た。 FSH は分泌抑 制作用が著 しか
 つ馬
 4) プ・グステ・ンはエス ト・ゲンの作用と拮抗 して relaxin の 効果 を抑制すると言われ
 ているが大量 (2 5 0μの のブログステロンでは抑 制効果を認めたがデポー・プロ グステロン
 250μgを投与後ア日日 には relaxin の効果が増強された0
 5) 分娩後の恥骨結合退縮は, re■axin の分泌減少, 胎盤排出によるエスト・グン量の減
 少のためreユaxin 効果の発現抑 制, 頸管の加圧の5因子によって起る ものであるという成績
 を得 た0
 6) 一イ ド・ コーチゾンは エス ラジ オール の恥骨結合効果を多少増強 し・ re■axin の恥骨
 結合急速開大を抑 制する作用があった。
 以上の如 く, rel ax in の作用およびその上位不ルモγな どについて新知見 を加えた点で本
 論文は 充分学位に価する ものと判定 した。
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